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●ユニーグループ・ホールディングス株式会
社設立
●第34回食品産業優良企業等表彰「環境部
門」農林水産大臣賞を受賞

●東日本大震災被災地復興支援「光のカケ
ラプロジェクト」をNPOウイメンズアイ、
ECOMACO、P＆Gと共催

●ユニーグループ・ホールディングス株式会
社でISO14001環境マネジメントシステム
を開始

●ユーストアと合併（8月21日）
●総合小売業で唯一「エコ・ファースト企業」
に認定される

●バイオマスプラスチック製
　容器を回収してリサイクル
　を開始

●食品リサイクルループが評価され「第1回
環境省食品リサイクル推進環境大臣賞 最
優秀賞」を受賞
　新しい食品リサイクルループとして愛知県
尾張エリアで「DIDバイオマスリサイクルシ
ステム」が稼働

●環境法令施行（食品リサイクル法、容器包
装リサイクル法、家電リサイクル法）
●ユニーに環境部を設置
●環境レポート第1号を発行
●環境理念、方針を制定
●マイバッグキャンペーンを開始…スタンプ
カードと交換でオリジナルショッピングバッ
グをプレゼント
　（スタンプカード回収／ 24万9,802枚）
●家電リサイクル回収／ 2万6,243件

●ユニーに環境会議を立ち上げ、組織を編成

●環境配慮商品を品揃えしお客様が選びや
すいようにショーカードを添付

●廃棄物庫のごみの分別を開始
●食品残さの真空乾燥機を、アピタ岡崎北
店、アピタ東海荒尾店に設置

●ISO14001認証取得への取り組み、
本社事務所サイトでキックオフ
●食品リサイクルにチャレンジ

●弥富物流センターにリサイクルセン
ターを開設（店頭回収した容器包装
を集積）
●エコロお店探検隊をアピタ東海荒尾
店、アピタ岡崎北店でも開催

●静岡地区本部がISO14001認証取得

●愛知県でヒラテ産業、JAあいち海部の食
品リサイクルループが完成、エコ野菜売り
場をアピタ稲沢店に設置。JAあいち海部
で「いちご狩り」と消費者交流会を開催

●新入社員教育に「環境教育」を導入
●名古屋市エコロジー・ワンデーツアーをユ
ニー黒川店で開催
●各商品部で環境配慮商品を販売
●食品残さの真空乾燥機をアピタ瀬戸店・
アピタ江南西店に設置
●あいちクリーンキャンペーンに参加、店舗
周辺の清掃活動を全店で実施

●廃棄物計量器設置を開始

●「エコ・ファーストの約束」を達成
　●食品リサイクルループを1府18県15件
認定、再生利用等実施率65％

　●容器包装使用削減…レジ袋辞退率75％
　●全店舗で環境学習実施、環境関連事業
者連絡会実施

　●電気自動車充電器を店舗に設置
●店舗のドミナントエリアの自治体（千葉県・
岐阜県・石川県・三重県、静岡県、神奈
川県）と包括協定を締結
●バイオマスプラスチック製品（レジ袋、PB
「eco!on」の液体洗剤・柔軟剤の容器）
の普及が評価され「第２回バイオマス製品
普及推進功績賞」を受賞

●レジ袋にバイオマスプラスチックを使用

●東日本大震災の支援としてお客様と一緒に
「ベルマーク活動」を実施、325万点収集

●全店一斉クリーンアップキャンペーンで
「Make a CHANGE Day」奨励賞を受賞

●東日本大震災（3月11日）
●2020年までにCO2の25％削減を目指す
「チャレンジ25」キックオフイベント（総理
大臣官邸）に参加
●エコ・ファースト企業が震災影響での電力
ピークを抑えるために「夏の節電目標」を
環境大臣と交わす

●愛知県と包括協定を締結、地産地消など
地域活性化や環境保全、災害時の支援な
どを協働
●ピアゴ蟹江店、省エネルギーモデル店舗と
してリニューアル。従来型の店舗より30％
省エネが目標

●アピタ千代田橋店の環境活動が評価され
「エコマーク小売店」第1号に認定

●食品リサイクルループ「千葉県／ブライト
ピック、プリマハム、山崎製パン」「三重
県／三功・酵素の里」「岐阜県、愛知県／
中部有機リサイクル」「京都府、滋賀県、
奈良県／京都有機質資源」が認定

●環境省「活かそう資源プロジェクト」に参
加、エコ博に出展
●生物多様性「いろんな生きものと一緒に生
きている」を子どもたちに伝えるために「モ
ンキーサマースクール」を開催

●生物多様性条約第10回締約国会議
（COP10）開催
　ユニーのテーマ「テーブルの上の生物多様性」
●COP10の生物多様性交流フェアに「テー
ブルの上の生物多様性」をテーマに参加

●店舗でCOP10協賛イベントを開催、サス
ティナブルコーヒー協会の川島彰良会長、
名古屋市立大学の香坂玲先生のトーク
ショーや日本モンキーセンターの「キッズ
ズー」、珈琲工房ひぐちの協賛でコーヒー
の試飲など

●レジ袋無料配布中止は176店舗、有料化
店舗では辞退率89％、使用済みレジ袋の
リサイクル回収開始
●トレイを使わない販売にチャレンジ
●アピタ千代田橋店に電気自動車の充電ス
タンドを設置

●生物多様性条約締約国会議（COP10開
催1年前）
●ユニーは持続可能な社会構築を目指す
●「エコ・ファーストの約束」の第1号から6
号までの企業の1年経過後の報告会を開
催。エコ・ファースト推進協議会が設立、
ユニーは幹事企業として貢献

●レジ袋無料配布中止店舗が中部地方を中
心に166店舗、辞退率30％を超える
●食品リサイクル率が30％を超え順調に推
進。国連地域開発センターの研修で途上
国の行政官がリサイクルループを見学
●経済産業省カーボンフットプリント試行事
業に参加、環境配慮商品eco!onトイレッ
トペーパー、きらら（鶏卵）を試算

●CPO10開催1年前イベントに佐々木会長
が出演、参加事業として生物多様性を大
切にして栽培された「サスティナブルコー
ヒー」を紹介

●けやきウォーク前橋、アピタ長津田店で「エ
コ博」を開催、登山家野口健さんのトーク
ショー、WFP協会のチャリティーオークション
●名古屋市のアピタ千代田橋店が「エコ事
業所優秀賞」を受賞
●ISO14001の審査登録機関を日本環境認
証機構に移転し更新を完了
●有料レジ袋の売上げの一部を地域環境活
動に寄付（50市町96店舗/7,441,807円）

●ファッションを学ぶ学生を対象に「リ デザ
イン プロジェクト（再生利用商品）」コンテ
ストを開催、入賞作品を授産施設で生産、
アピタで販売
●国連世界食糧計画（WFP）に協賛して「給
食プロジェクト」に従業員の「ワンコイン募
金」を開始

●レジ袋無料配布中止店舗の地域が愛知、
岐阜、三重、富山、山梨、静岡に徐々に
拡大
●旧ユーストアも含むユニー全店舗に廃棄物
計量システムを導入、着実に総廃棄物量
とコストを削減

●環境配慮商品PB「eco!on」の審査を第三
者審査委員会が実施、認定された商品を
販売

●岐阜県大垣市のアクアウォーク大垣のオー
プンに際して、大垣市環境市民会議と協
働で敷地内の緑地に植林し「レジ袋　市民
の森」と命名

●環境省中部環境パートナーシップオフィス
と共催で「インタープリター養成講座」を
開設

●国連世界食糧計画（WFP)に協賛して、子
どもを対象にした「給食プログラム」に参加

●エコ博の前身「家族の食卓」セミナーをア
クアウォーク大垣で開催（「地球に優しい、
体に優しい食卓　エコライフ」をテーマに
登山家野口健さんのトークショーなど）

●廃棄物計量調査を実施

●ISO14001本社事務所
認証取得

●初めてのエコロお店探検隊をアピタ新守山
店で開催

●マイバッグキャンペーン…レジ袋いりませ
んカードを全店に設置（スタンプカード回
収／ 30万2,260枚）
●アピタ環境展をアピタ新守山店で開催

●愛知県で愛・地球博開催
●北陸地区本部、関東地区本部
がISO14001認証取得

●クールビズを全店で展開、
　万博会場でのファッション
ショーに佐々木社長と若手社
員が出演

●食品リサイクルループ、「アリ
タさんちの豚」（飼料化）を横
浜市内店舗で開始。三重県の
三功、酵素の里とのリサイク
ルループ開始

●バイオマスプラスチック製容器
を卵パック、フルーツケースに
導入。農水省の「バイオマス
利活用フロンティア推進事業」
に選定される

●ノーレジ袋キャンペーン開始、
レジ袋を使わないお買い物を
推進

●レジ袋無料配布中止（有料化）を横浜市、
名古屋市で開始

●食品リサイクル法の再生利用事業計画（食
品リサイクルループ）第1号に認定される

●アピタ長久手店にエコマネーセンター開設
●三重県の三功、酵素の里でお客様に収穫
体験を実施

●北陸3県の店舗で地元NPOと協働で子ど
も環境学習を開催

●名古屋市で東邦ガスと共催で子ども環境
学習「エコクッキング」を開催
●ごみゼロ社会推進あいち県民大会で優良
店としてユニー常滑店とアピタ豊田元町店
が表彰される

●夏休み自然探検隊を岐阜県ト
ヨタ白川郷自然學校で開催

●本社保管庫のPCB（特別管理
産業廃棄物）を豊田市の処理
工場へ搬出
●食育を店舗で開催（アピタ東
海荒尾店）

●家電リサイクルへの対応を評
価され「家電リサイクル券取扱
優良店」に認定される
●愛知県の全店舗で「CO2削減
マニフェスト」を登録
●店舗駐車場を利用したパーク
アンドライドの活動が評価さ
れ、ユニー乙川店、アピタ阿
久比店が「自動車エコ事業所
認定証」を授与される
●小池環境大臣がアピタ新守山
店の環境活動を視察

●ユニーの一般廃棄物・産業廃棄物・リサ
イクルの事業者による第1回環境関連事業
者連絡会を開催

●環境デーなごやにてレジ袋有料化を決め、
三者協定を締結

ユニーに環境部が2001年に設立して以来12年、その間に2005年に愛知県を会場に「愛・地球博」の開催、2010年に愛知、名古屋で「生物
多様性条約第10回締約国会議（COP10）」の開催など環境に関する大きな催しがあり、環境に対する関心が広がりました。また2011年の東日
本大震災では自然の脅威や人間の開発した科学技術に対する信頼性の揺らぎ、そして命や人の絆の尊さをあらためて実感しました。ユニーでは
12年の間に、廃棄物を削減し再生利用を進める循環型社会を事業活動のなかで実施し、さらに低炭素社会を目指し、「テーブルの上の生物多様
性」をテーマに自然共生社会を推進しています。これらの活動を振り返り、さらにこれからも「持続可能な社会」をお客様や取引先、関係のある
人々と進めていきます。

環境活動の歩み 2001年～2013年
ユニー環境・社会貢献アーカイブ

●…社会一般事項
●…ユニーの全社的事項
●…ユニーの環境に関する事項
●…ユニーの社会貢献に関する事項
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